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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成20年６月30日に提出いたしました第６期(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)有価証

券報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告

書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

(1) 第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1) 当連結会計年度の前４連結会計年度及び当連結会計年度に係る主要な経営指標等の

推移

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(1) 業績

③　営業の成果

(自己資本比率の状況)

７　財政状態及び経営成績の分析

３　連結自己資本比率(第一基準)

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 当連結会計年度の前４連結会計年度及び当連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移

(訂正前)

 

 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

 
(自平成15年４月１日

　至平成16年３月31日)

(自平成16年４月１日

　至平成17年３月31日)

(自平成17年４月１日

　至平成18年３月31日)

(自平成18年４月１日

　至平成19年３月31日)

(自平成19年４月１日

　至平成20年３月31日)

       
       
       

連結自己資本比率
(第一基準)

％ 11.37 9.94 12.39 11.31 10.55

       
       
       

 

(訂正後)

 

 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

 
(自平成15年４月１日

　至平成16年３月31日)

(自平成16年４月１日

　至平成17年３月31日)

(自平成17年４月１日

　至平成18年３月31日)

(自平成18年４月１日

　至平成19年３月31日)

(自平成19年４月１日

　至平成20年３月31日)

       
       
       

連結自己資本比率
(第一基準)

％ 11.37 9.94 12.39 11.31 10.56
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

③　営業の成果

(訂正前)

(省略)

連結自己資本比率は、10.55％となりました。

 

(訂正後)

(省略)

連結自己資本比率は、10.56％となりました。

 

(自己資本比率の状況)

連結自己資本比率(第一基準)

(訂正前)

 

項目
平成19年３月31日平成20年３月31日

金額(百万円) 金額(百万円)

     
     
     
     
     
     

リスク・
アセット等

 

オペレーショナル・リスク相当額に係る額
((Ｊ)／８％)

(Ｉ) 4,020,0823,355,600

(参考)オペレーショナル・リスク相当額 (Ｊ) 321,606 268,448

旧所要自己資本の額に告示に定める率を乗じ
て得た額が新所要自己資本の額を上回る額に
12.5を乗じて得た額

(Ｋ) ― ―

計((Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｉ)＋(Ｋ))(Ｌ) 60,540,34663,120,972

連結自己資本比率(第一基準)＝Ｅ／Ｌ×100(％)  11.31％ 10.55％

     
     
     

 

(訂正後)

 

項目
平成19年３月31日平成20年３月31日

金額(百万円) 金額(百万円)
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リスク・
アセット等

 

オペレーショナル・リスク相当額に係る額
((Ｊ)／８％)

(Ｉ) 4,020,0823,351,976

(参考)オペレーショナル・リスク相当額 (Ｊ) 321,606 268,158

旧所要自己資本の額に告示に定める率を乗じ
て得た額が新所要自己資本の額を上回る額に
12.5を乗じて得た額

(Ｋ) ― ―

計((Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｉ)＋(Ｋ))(Ｌ) 60,540,34663,117,349

連結自己資本比率(第一基準)＝Ｅ／Ｌ×100(％)  11.31％ 10.56％
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７ 【財政状態及び経営成績の分析】

３　連結自己資本比率(第一基準)

(訂正前)

(省略)

リスク・アセット等は、海外での貸出の増加及びリース会社合併による増加等により、前連結会計

年度末比２兆5,806億円増加して63兆1,209億円となりました。

以上の結果、連結自己資本比率は、前連結会計年度末比0.76％低下して、10.55％となりました。

 

   (金額単位　億円)

  前連結会計年度 当連結会計年度

連結自己資本比率(第一基準)  11.31％ 10.55％

    
    
    

リスク・アセット等  605,403 631,209

 

(訂正後)

(省略)

リスク・アセット等は、海外での貸出の増加及びリース会社合併による増加等により、前連結会計

年度末比２兆5,770億円増加して63兆1,173億円となりました。

以上の結果、連結自己資本比率は、前連結会計年度末比0.75％低下して、10.56％となりました。

 

   (金額単位　億円)

  前連結会計年度 当連結会計年度

連結自己資本比率(第一基準)  11.31％ 10.56％

    
    
    

リスク・アセット等  605,403 631,173
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